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チューリツブ属植物の核型分析　且

田草川春重， 楕木洋吉（生物学研究室）

Harus1b1ge　TAKUSAGAWA　and－Yok1cb1KASHIWAGI

Karyotype Ana1ys1s　in Tu11pa　1

　　　　　　　　　緒　　　　言

　チユーリヅプ属（Tu1iPa）はユリ科に属し，約50種を

合む大きな属であつて中，南欧より本邦に亘り分布し，

中夫アジアに特に多い。目本産は2種であるが観賞用と

して栽培晶種は非常に多い。一

　Gu1gnard（1900）は最初Tu11pa属数種の染色体数

を，皿＝12なることを報告しついで，De　Mol（1925．

1926．1927）は2n＝24，36，48などを報告した。更に

Newton（1926）は2n：24，36，48，60などを報告し

た。Newton＆DarImgをon（1929）は同じく，Tu11pa

属の数種について，2n＝36，60なることを報告してい．

る。尚・その他の木々が少しく染色体について報告して

いる。

　しかし以上の報告は主に染色体数についてであつて，

詳紬な核型分析はこの属においては未だ行われていな

い。この報告はTu11pa　Gesner1ana　Lに属する5晶種

の核型分析の結果である。

Tab1e1．　Tulipa属植勅の染色庫数

　　　　　　　　材料と方法

　前処理及び固定染色方法は，Tjio＆Le∀an（1950）

の方法を一部変更した方法が用いられた。即ち根端約1

c㎜を切り取り，18。一20℃において0，002㎜o1の8・oxy‘

qulno1meの水溶液に30－60分問浸し，40－50分問流水

で水洗ののち60．Cに暖あた／N・HC1に5－／0秒づつ数

回入れて，軟かくしてンライドグラス上において，1％

の酷酸オノレセイン液を／滴注ぎ，カバーグラスをかげて

上から押しつぶして染色した。

　描画はAbb6描画装置を用いて油浸レンズにより3000

倍に転写した。染色体の長さはミクロメーターで測定し．

たもので，核型の表わし方は篠遠（194ろ）によづた。

　この訣究に用いた材料は本学農場で栽培されたもの

で，研究材料として用いた植物は次に示すように2倍種

5品種である。（Table／）

~~: 4~ ~ 
2 n-~~*~~~t~+ 

~~f~~~ 

Tulipa Gesneriana var. Mozart 24 

// Gesneriana var. Lord Canarban 24 

// Gesneriana var. Clemathus 24 

// Gesneriana var. Pr'incess Helen 24 

// Gesneriana var. Centennarre 24 

　　　　　　　　　結　　　　果

　1　Tu11pa　Gesner1ana　var．Mozart

　この晶種はMende1系統に属して，爾芽率は100％，開

花率は90％，開花始期は4月4目一10目。

　落辮期は4月15日一22目で開花期間は平均／1，5目であ

る。

　花色は淡桃色であるが花冠の下部は白のぽかしとな

り，花底は黄色になつている。花冠に覆輪は無く，花辮

の形は先が尖つている。花辮の長さは開花開始時には

5．8c㎜，藩辮には7．1cmで其の差は1．ろc皿である。満開

時の花形はカソプ状で花の大ぎさは普通。

　花梗の直径は57皿皿，花梗の強弱は普通，花梗に毛が

あり，花梗の色は普通緑色，花梗の長さは開花開始期に

8．2c㎜，落辮期に22．7cmで其の差は14．5cm，他の晶種

にくらぺて草丈は低い方である。

　葉片数は平均3．6枚で葉の茎に着き具合は整，葉片の

縁辺は波状である。

　体細胞染色体12対あり，これらはすべて着糸点はsub

temina1である。そのうち最大のものは2対あり，その

次に大きい2対のうち1対は長腕に二次狭窄を有し他の

1対は有しない。次に大きい染色体は2対で，その次に

大きいものは2対である。その次に大きいものは2対，

次に大きいのは1対で，最小のものは1対である。
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’核型は次の式で表わされる。

　　　　　K（2n）＝24＝4A就十2B評十2B婁t＋4Cst＋4Dst＋6E航十2Fst

Tabヱe 2．　　Measure㎜ents　of　Length　of　SoInat1c　Chromoso㎜es　m　Tu11pa

　　　Gesner1ana　Yar　Mozart

　矛2表　　Mozartにおげる染色体の長さの測定　（m．icron）

染色体

長　腕

短　腕

　計

着糸点

1　2

11，97

2．66

14．63

ST

1・ ・1・・

／1，97

2．66

14．63

ST

10，64

2．66
／3．30

ST、

・・1・・／・

7．98＋2，66

　　　2．66

　　13．30

　　ST

7，98

2．66

10．64

ST

／／　／2

7，98

2．66

10．64

ST

い・1・l1・1・

6，65

2，66

9．31

ST

6，65

2，66
9．3／

ST

1718

5，34

2，66

8．00

ST

い・・1

5，34

2，66

8．00

ST

2／22

5，99

1，99

7．98

ST

2324

5，32

1，35

6．65

ST

　2．Tu1ip♀Gesne1riana　var．Lord　Caoarban

　この品種はTr1umph系に属し，繭芽率100％開花率

100％，開花開始期は4月15目一／9日，落辮期は4月24

日∵29日で，開花期間は平均9．5日である。。

　花色は桃色で花冠の下部は黄色で上部は白の覆輪を有

する。花緯の先端は尖つていて其の長さは開花開始時に

は7．5cm，落辮期には8．0c㎜，其の差は0．ちcmである。

満開時の花形はベノレ型で花の大ぎさは普通よ・り大ぎい方

である。

　花便の直径は4．9mm花硬の強弱は弱い方で，花硬には1

毛がある。花梗の色は普通の緑色で，花梗の長さは開花

始期には，12．6c㎜，落辮時には19．6cm其の差は7．0cm，

草丈は他の多くの品種に比べて普通平均位の高さであ

る。葉片数は平均3．3枚，葉の茎に着き方は極めて整

で，葉縁は波状である。

　体細胞染色体／2対のうち最大の2対はsub亡emma1の

位置に着糸点を持ち，そのうちの1対は長腕に二次狭窄

を持ち，他の1タ雛もたない。次に大きい2対のうち1．

対は着糸点は㎜edianで両腕の長さは等しいが，他の1

対はsubtemma1である。その次に大ぎい2対と，その

次に大ぎい4対と次に大ぎい1対と最小の1対の染色体

はすぺて着糸点はsubtem1na1である。

　核型は次の式で表わされる。

K（2n）＝24：2A評十2A蔓t＋2B㎜十4C就十2Dst＋6Est＋2F訪十2Gs七十2Hs七

Tabヱe．　3．

矛3表

Measurem－ents　of　Length　of　Soma亡1c　ChroInoso二mes1皿Tu11pa

Gesneriana▽ar．Lora　Canarban

Lord　Canarbanにおげる染色体の長さの測定　（㎜icron）

染色体

’長　腕

短　腕

　計

着糸点

／　2

7．98＋2，66

2．66
／3．30

　　ST

卜 ・1・・1・ ・1・1・llll・

／0，64

2．66

13．30

ST

5，32

5．32

10二64

M

7，98

2．66
／0．64

ST

7，31

2，66

9．97

ST

6，65

2，66

9．31

ST

／3／4

5，32

2，66

7．98

ST

1516

5，32

2，66

7．98

ST

一・／・

5，32

2，66

7．98

ST

い…

6，65

1，33

7．98

ST

2122

5，32

1，33

6．65

ST

宛24

3，99

1，33

5．32

ST

　3　Tu11pa　Gesner1ana▽ar　C1emathus

　ごの晶種はMende1系統で頽芽率100％，開花率は／00

％，開花始期は4月4日一7目，落辮期は4月13目二／7

目，開花期間は9．5日，花色は洋赤色で覆輪無く，落辮

時には紫色に変る。花底は黄地に青のぼかしである。花

辮の形は先が尖り，花辮の長さは開花開始期には69c㎜，

落辮時には8．4cm，其の差は1．5cm，満開時の花形はベ

ノレ型で，花の大ぎさは普通より大ぎい方である。花梗あ

直径は6・5mm・其の強弱の度は茸通で花梗には毛があ

り，その色は紫色である。花梗の長さは開花開始期には

10．7cm，．落鶏時には22．8cmで其の差は／2．1c㎜である。

草丈は普遼で葉片数は平均3．4枚であり，葉の茎に着ぎ

具合は整で葉縁に波状が少し有り。

　体紬胞染色体／2対のうち最大のも’のが4対である，そ

のうちの3対は着糸点がsubtemma1であるが，1対だ

けはsubmedianである。次に大ぎもいのは4対あつて

すへて着糸点はsubter㎜na1である。次に大ぎいものは

／対でこれも着糸点はsubterm．ma1である、その次に大
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ぎいものは2対あつて，これも着糸点はsubterm．ma1で　　はsubtem1na1である。

．’ある。最後に最も小さなものは1対あつてこれも着糸点　　　核型は次の式で表わされる。

　　　　　　K（2n）＝24＝6A苧十2A婁二m＋　8B酎十2Cst＋4Dst＋2E的

．轟

Tab1e 4．　：Measurements　of　Lengt110f　So㎜at工c　Chro皿osmes　m　Tu11pa

　　Gesner1anaマar　C1eコmathus

矛4表　　C1emathusにおげる染色体の長さの測定（m1cron）

染色体11・

長　腕

短　腕

　計

着糸点⊥

11，97

4．02

15．％

ST一

3　4

／3，35

2．66

15．99

ST

5　6

13，33

2．66

15．99

ST

7　8

9．ろ1

6．65

15．％

SM

9　10
／0，64

2．66

13．30

ST

11　12

／0，64

2，66
／ろ．ろ0

ST

／3　14

10，64

2．66

13．30

ST

／・／・い・1・い…1・1・・

10，64

2．66

13．30

ST

9，31

2．66

11．97

ST

7，98

2．66

10．64

ST

7，98

2．66

10．糾

ST

2324

5．ろ2

2，66

7．98

ST

　4．Tu1ipa　Gesneriana　var．Princess　He1en

　この晶種はSmg1e　ear1y系続で競芽率100％，開花

率100宇・開花始期4月3日一7目・落辮期4月／2旦一

19目・開花期間10・5目・花色は申色で花冠の尖端に極く

僅か緑色がある。花底は黄色のぽかじで花辮の形は先が

尖つている。花辮の長さは開花始期には17．1c血，落辮期

には95cm，其の差は24cm満開時の花形はカヅプ

型，花の大さは大きい方である。

　花梗の直径は59mm花梗の強弱は普通で花梗に毛が

華り・色は緑色である。其の長さは開花始期には6．2cm

落辮期には／3．9cm，其の差7．7cm，草丈は平均より低い

方，葉片数は平均ろ．4で，葉の茎に着ぎ具合は1不整で葉

縁に波状がない。

　体紬胞染色体12対めうち最大のもの6対あり，そのう

ち2対は着糸点がsubmed1anであり，他の4対は，

subterl㎜na1である。次に大き一い1対は着糸点はsub触e

dianである。次に大ぎい4対はすぺて着糸点はsubter．

mma1である。そして最小の1対はやはり着糸点はsub．

termma1である。

　それで核型は次の式で表わされる。

K（2n）一＝24＝4A葦m＋2A婁t＋6A；t＋2Bs㎜十4C評十2C；t＋2C婁t＋2Dst

Tab1e　5．

矛5表

Measure皿ents　of　Length　of　So＝mat1c　Chro＝moso㎜es　m　Tu11pa

Gesner1ana▽ar．Pr1I1cess　He1en

　Pmcess　He1enにおげる染色体の長さの測定　（mcron）

染色体

長　腕

短　腕

　計

着糸点

1・1・・
10，64

　5．ろ5

15．99

SM

／0，64

5．35

15．99

SM

1・・
12，00

3．99

15．99

ST

1・・
13，33

2．66

15．99

ST

1・1・

13，33

2．66

15．99

ST

l1l・い・1・

13，33

2．66
／5．99

ST

9，31

5．32
．14．63

SM

／5　16

10，64

2．66

13．30

ST

1・1・l19・・

10，64

2．66

13．30

ST

11，31

1．99

13．30

ST

・1・・1・…

9，31

3．99

13．30

ST

8，64

1．99

10．6ろ

ST

5　Tu11pa　Gesner1ana∀aL　Centenna1re

　この晶種はDarwm系続で蕊芽率100％，開花率100

弧開花開始期は4月17目一25日，落辮期4月27日一29

日，開花期間6．5目，花色は濃洋桃で花底に淡紫色のぽ

かしがあり，花辮の形は丸い。

　花辮の長さは開花開始期が56cm，落辮期が62cmで

其の差0．6c㎜，満開時の花形は鐘状，花の大きさは普

通，花梗直径5．5mm，花梗の強弱は一普通で花梗には毛が

無く，其の色は淡紫色である。其の長さは開花開始期に

は24．5c皿，落辮期には3／．3cm，其の差6．8c㎜である。

草丈は平均より高い芳で葉片数は平均3．0である。葉の

茎に着き’具合は極めて整で，葉縁に少し波状がある。

　この晶種の特徴は染色体がすぺて非常に短小であるこ

とである。体紬胞染色体12対のうち3対は最も大ぎく

て，そのうちの2対は着糸点がsubter1mma1であつて，

他の1対はsublmed1anである。次に大ぎい2対は1対は一

着糸点がsub亡er1mma1であり，他の1対はsub皿ed1an

である。次に大ぎい4対はすべて着糸点はsubtermna1

次に大ぎい2対は1対は着糸点がsubmed1anであつて，

他の1対はsubtemma1である。最小の／対は着糸点は
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：medianである。それで核型は次の式で表わされる。

　　　　　　K（2n）＝24＝2A言t＋2A；t＋2A§t＋2B貫t＋2B婁m　＋8C淋十2Dsm＋2Es七十2F皿

Tab1e　6． Measurements　of　LeI1gth　of　Somat1c　Chro㎜oso㎜es1n　Tu11pa

Gesner1ana　var　Centenna1re

矛6表 Centema1reにおげる染色体の長さの測定 （m1CrOn）

染色体

長腕
短腕
　計

着糸点

1　2

7，98

2．66

10．64

ST

3　4

8，65
／．99

10．64

ST

5　6

6，65

3．99
／0．64

SM

7　8

6，65

1，99

8．54

ST

・1・lll．1・ll・1・1．1・／・ll・／・い…

5，32

3，32

8．64

SM

5，32

1，99

7．3／

ST

’5，32

1，99

7．31

ST

5，32

1，99

7．31

ST

5．ろ2

1，99

7．51

ST

3，99

／．99

5．98

SM

2122

4，63

1，33

5．％

ST

2324

2，66

2，66

5．32

M

　　　　　　　　　考．　』察

　以上のようにTu1iPa属の核型の観察はOxyqui皿o1ine

法により此較的容易に行うことが出来，如何なる品種に

於ても個々の染色庫について長さの測定および着糸点の

位置の決定が可能である。この5晶種のうちでCenten・

早aiエeは他の4晶種にくらべて染色体が極やて短小であ

ることが特徴である。それでTu1iPa属の檀物にはCen二

tema1reのように染色体の極めて短小な系統とMOZart，

Lord　Canarban，C1e皿athus，Prmcess　He1enのよう

に非常に染色体が長く大ぎい系続との2つの系続がある

ようである。それからMozartとLord　Canarbanは着糸

点がsubtem1na1の染色体の長腕の方に狭窄をもつ染色

体が1対あることであるが，他の品種にはないところを

見ると何か両晶種は系続的に相似たところがあるのかも

知れない。それからLord　Canarb㎝とCentema1reは着

糸点がMedianの染色体を1対宛もつている。

　これも何か系続上相似たところがあるらしい。尚，ま

たC1e㎜athusとPrincess　He1enにはsubmedianの着

糸点を有する染色体を前者は1対，後者は5対持つてい

る。ごれも何か系統上似ている点を持つているかも知れ’

ない。

　　　　　　　　摘　　　　要

1　Tu11Pa　Gesner1ana　L．に属する5晶種，即ち

　Mozart，　Lord．Canarban，　C1emathus　Pr1ncess

He1en及ぴCentema1reの核型分析が行われた。

2　Centema1reのChromosom．eは他の晶種のChro1mo－

SO㎜eよりも非常に短小である。

3　M6zar亡とLord　Canarbanは1対の長い染色体を

有し長碗と短腕とから成り，その長腕に狭窄を一つ有

　している。

4．着糸点はこれら5晶種の多くのChro㎜0so㎜eはsub－

termma1であるが，Lord　CanarbanとC1emathusと

は各1対のMedianの着糸点を有する染色体をもつて

　いる。

5　C1emathusには着糸点がSub皿ed1anの染色体を1

対，Princess　He1enには3対持つている。
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SUMMARY 
The Karyotypes of 5 varieties of Tulipa Ges- T. 

neriana L. in the Genus Tulipa are reported. ' K 

The Karyotype formular are as follows; 

Tulipa Gesneriana L. var. Mozart 
T. 

K (2n) 24 4Ast + 2Bst + 2Bs2t + 4CSt + 4DSt K 

+ 6ESt + 2FSt 

T. Gesneriana L. var. Lord Canarban T. 
.K (2n) =24=2~~t + 2ASt + 2Bm + 4CSt + 2DSt K 

+ 6Est + 2FSt + 2G~t + 2HSt 

Gesn;eriana L. var. Clemathus 

(2n) 24 6Ast + 2ASlll + 8BSt + 2CSt + 

+ 2Est 

Gesnerrana L var Pnncess Helen 

(2n) =24=4Asm + 2Ast + 6ASt + 2Bsm 

+ 4Cst + 2Cst + 2Cst + 2DSt 

Gesneriana L. var. Centennaire 

(2n) =24=2ASt + 2Ast + 2Asm + 2B~t + 

+ 8Cst + 2DSlu + 2Est + 2Fm 

4DSt 

sm 2B 2 




